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世界・日本の運命の分かれ道――「寅は千里の藪に棲む」年は既に始まっている
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京都・清水寺の貫主が「寅年の」新年の象徴となる文字を、墨痕鮮やかに、「新」 と書き示
したとき、並み居る観衆は、やや度肝を抜かれたように見えた。波乱万丈の 「現在」にお

ける、この「平凡」な文字の「意味深長さ」をどう感じたであろうか。冒頭の「千里の藪・・」

姦靱Ψ恙饂 鯰麟:|ざ鸞ろr日本で歴史上最初の政権交代が起き、そのチェンジそ

り判定し難い}位の出来事が、発言が、思考様式が多

具体化し、百家争鳴の場となっている。

端的な例だが、丁度今、私の前のテレビでは、従来の NHK流の、日曜朝の典型的な官製番
組が放映中。ここ何十年も、ほどよく穏当な発讐をkく れる「権威者」を並べた、多く退

屈な政治討論会 「日曜討論」が繰 り返されてきた。それが俄かに、NHKも 変身か、駐留
なき日米安保体制という言葉が、行き交つている。不思議なことに、或る出席者などは、

今までの正反対の発言は忘れたように、平気な顔で、討論
|テ
うまく調子を合わせて番組は

日下進行中・・。-7これだから日本人の豹変は度 l

ダ
扉百1島ど響な 基見で「戦後数十年外国軍の駐

思ってはいる力会 私も総理で居る間はこの意見は封|

い乙  .ご
それもあつてか,県知事会が、やはり沖縄だけに米鍔

題、申し訳な》いイ
.「

普天間米軍基地の県外候補地の選定に一肌脱ごうか」という、従来無 ヽかった動きずく預鍵釘五
~て
百)   5はぇる譲婁翼蝙鍛算＼、.以上の日本の例は、筆者などから見て、比較的まとく

[:黒舌鷲T¬
無原則に見える政策論や出来事も山ほど眼前で起きているこ
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る真の流れ。一―その中からを地球

。世界・人

解放の世紀だつたとすれば、、地球温暖化問題に

おける先進国と途上国 。参入国との間の対立が、何百国の一堂に会したCOPと やらで徹
夜で妥協案を協議しても決着付かなかったという事実

特、
次の世界像に何の議論も、いわ

んや合意のカケラも見出せなかった、ことを意味している。
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地球温暖化問題は大海に浮力)ぶ氷山の小さl[:]分 に過ぎ11夕lli警 11氷 の本体
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然の成り行きである。冷戦終了、超大国の出現とく′塑多平 初めから判つて
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地球温暖化の真相と真因を各国は忌憚無く指・lu:主要する
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苓地球を覆 2丞酸ガスは■
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く続 孫贔 積であ乙に産業革命以来先進国が、石Й

D経済発展で途上国も若千の恩(一時は、 1バーレル 1ドル
"

恵を受けたかもしれないが、・・。(その上ア戦後数十有数十年にわたり、「̀籍轟盤諦ネ::」タ
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ばらばらの今後の世界像のままでは、「国際合意」など「百年河清を待つ」に等しい。

以下は主要な「切 り回」の若干を掲げて、今後の分析の導入部としておきたい。少々新奇な

問
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百翠業の世界経済危機の対策は、各国の膨大な借金の積み上げ、供給過剰、需要不足・デ

フレ・スパイラルかの恐れの中で、産業経営者や団体の多くは、「おねだり」以上の政策提

言をする気力も不足、わが社だけの生き残 りを模索するのみに見える。世界経済の持続的

発展ないし「存在」の姿を描けないで居る。今見えているのは、新興国の需要への期待の

み。こんな時、途上国。新興国に炭酸ガス削減を無理に納得して貰い、先進国からの 一 >
技術・経済支援で、途上国。新興国から今後の需要や安い人件費をあてにして、「百年来の

危機の清算」が出来石あであろうか。
②先進国の産業の将来展望は
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糸こを會者たちの将来展望には意外に楽観

百年危機のときの公的資金の返済を急速に
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しかし問題は彼らの将来の発展像の中心に
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金融工学イ)ベーション」に再び重点′なうつ

ァ墜■1_Ii_― 一     |


